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測
量
及
び
調

査
を
行
っ
た

者
の
名
称

測
量
及
び
調
査
を
行
っ
た
地
域

北
海
道

北
海
道
岩
見
沢
市
北
村
字
栄
町
及

び
北
村
字
赤
川
の
各
一
部

〃
北
海
道
深
川
市
多
度
志
及
び
字
湯

内
の
各
一
部

〃
北
海
道
深
川
市
一
已
町
字
一
已
の

一
部

〃
北
海
道
深
川
市
多
度
志
、
宇
摩
及

び
多
度
志
南
の
各
一
部

〃
北
海
道
富
良
野
市
並
び
に
空
知
郡

中
富
良
野
町
字
中
富
良
野
の
各
一

部
〃

北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
の
一
部

〃
北
海
道
夕
張
郡
由
仁
町
字
岩
内
の

一
部

〃
北
海
道
夕
張
郡
長
沼
町
、
字
馬
追

及
び
字
馬
追
原
野
の
各
一
部
（
東

長
沼
第
２
地
区
）

〃
北
海
道
夕
張
郡
長
沼
町
、
字
馬
追

及
び
字
馬
追
原
野
の
各
一
部
（
舞

鶴
地
区
）

〃
北
海
道
夕
張
郡
栗
山
町
字
大
井
分

及
び
字
旭
台
の
各
一
部

〃
北
海
道
樺
戸
郡
月
形
町
及
び
字
知

来
乙
の
各
一
部

〃
北
海
道
樺
戸
郡
新
十
津
川
町
字
総

進
の
一
部

〃
北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
の
一
部

（
鷹
栖
東
地
区
）

〃
北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
の
一
部

（
鷹
栖
西
地
区
）

〃
北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
の
一
部

（
中
央
地
区
）

村
前
地
区
共

同
施
行

青
森
県
三
戸
郡
南
部
町
大
字
斗
賀

の
一
部

岩
手
県

岩
手
県
花
巻
市
石
鳥
谷
町
新
堀
の

一
部
（
三
日
堀
地
区
）

〃
岩
手
県
花
巻
市
石
鳥
谷
町
新
堀
の

一
部
（
上
郷
大
石
野
地
区
）

〃
岩
手
県
花
巻
市
東
宮
野
目
、
上
似

内
及
び
下
似
内
の
各
一
部

〃
岩
手
県
花
巻
市
湯
口
の
一
部

〃
岩
手
県
北
上
市
二
子
町
の
一
部

〃
岩
手
県
北
上
市
平
沢
、
黒
岩
、
湯

沢
の
各
一
部

〃
岩
手
県
北
上
市
和
賀
町
横
川
目
の

一
部

〃
岩
手
県
遠
野
市
土
淵
町
土
淵
、
飯

豊
及
び
青
笹
町
糠
前
の
各
一
部

〃
岩
手
県
遠
野
市
宮
守
町
の
一
部

（
湯
屋
地
区
湯
屋
山
口
工
区
）

〃
岩
手
県
遠
野
市
宮
守
町
の
一
部

（
湯
屋
地
区
藤
倉
工
区
）

〃
岩
手
県
遠
野
市
宮
守
町
の
一
部

（
湯
屋
地
区
駒
場
工
区
）

〃
岩
手
県
一
関
市
花
泉
町
大
字
上
三

ノ
町
、
下
三
ノ
町
、
下
原
、
佐
野

下
、
町
浦
、
五
輪
堂
、
藤
田
、
宮

沢
、
中
沢
、
北
角
野
、
南
角
野
、

矢
ノ
目
、
石
畳
、
沢
川
、上
吉
田
、

花
泉
及
び
老
松
の
各
一
部

〃
岩
手
県
一
関
市
大
東
町
猿
沢
の
一

部
〃

岩
手
県
一
関
市
千
_
町
奥
玉
の
一

部
〃

岩
手
県
八
幡
平
市
古
屋
敷
の
一
部

〃
岩
手
県
八
幡
平
市
中
佐
井
の
一
部

〃
岩
手
県
八
幡
平
市
下
の
田
の
一
部

〃
岩
手
県
奥
州
市
前
沢
区
古
城
の
一

部
（
寺
領
小
林
地
区
）

〃
北
海
道
空
知
郡
中
富
良
野
町
字
中

富
良
野
の
一
部

〃
北
海
道
勇
払
郡
厚
真
町
字
共
和
の

一
部

〃
北
海
道
勇
払
郡
厚
真
町
字
豊
丘
及

び
字
軽
舞
の
各
一
部

青
森
県

青
森
県
弘
前
市
大
字
木
及
び
鬼

沢
の
各
一
部

〃
青
森
県
弘
前
市
大
字
鬼
沢
の
一
部

〃
青
森
県
五
所
川
原
市
相
内
岩
井
、

相
内
赤
坂
、
相
内
桂
川
、
相
内
露

草
、
太
田
山
の
井
及
び
太
田
太
田

山
の
各
一
部

平成™˜年Ÿ月˜›日 金曜日 (号外第˜�˜号)官 報

三

報
復
関
税
に
係
る
措
置
の
内
容

二
に
掲
げ
る
貨
物
で
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
輸
入
さ
れ
る

も
の
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
一
般
の
関
税
の
ほ
か
、
九
・
六
％
の

関
税
を
課
す
る
。

四

報
復
関
税
に
係
る
措
置
を
と
る
理
由

イ

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
千
九
百
三
十
年
関
税
法
第
七
百
五
十
四
条
（
以
下
「
バ
ー
ド
修
正
条
項
」
と
い
う
。）は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
不
当
廉
売
関
税
及
び
相
殺
関
税
（
以
下
「
不
当
廉
売
関
税
等
」
と
い
う
。）に
よ

る
税
収
を
、
不
当
廉
売
関
税
等
に
係
る
措
置
を
申
請
し
、
又
は
申
請
を
支
持
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
の
生
産

者
等
に
分
配
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
一
月
、
世
界
貿
易
機
関
協
定
（
世
界
貿
易
機

関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）附
属
書
二
紛
争
解
決
に
係
る
規
則
及
び
手
続
に
関
す

る
了
解
第
二
条
に
規
定
す
る
紛
争
解
決
機
関
（
以
下
「
紛
争
解
決
機
関
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
世
界
貿
易
機

関
協
定
違
反
が
確
定
し
、
バ
ー
ド
修
正
条
項
の
撤
廃
等
が
勧
告
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
は
、
勧
告
の
履
行
の
期
限
（
同
年
十
二
月
）
を
経
過
し
た
後
も
勧
告
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
一
月
、
我
が
国
は
、
紛
争
解
決
機
関
に
対
抗
措
置
を
申
請
し
、
同
年
八
月
の
対
抗

措
置
の
規
模
に
関
す
る
仲
裁
決
定
を
経
て
、
同
年
十
一
月
、紛
争
解
決
機
関
に
よ
り
対
抗
措
置
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
承
認
に
基
づ
き
、
我
が
国
は
、
玉
軸
受
等
に
対
し
て
課
す
る
報
復
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政

令
第
二
百
八
十
九
号
）
を
制
定
し
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
年
九
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年

八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
輸
入
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
原
産
地
と
す
る
玉
軸
受
等
の
十
五
品
目
に
つ
い

て
、
一
般
の
関
税
の
ほ
か
、
十
五
％
の
関
税
を
課
す
こ
と
と
し
た
。

ロ

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
二
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
バ
ー
ド
修
正
条
項
の
廃
止
法
が
成
立
し

た
も
の
の
、
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
十
月
一
日
よ
り
前
に
通
関
さ
れ
た
貨
物
に
係
る
不
当
廉
売
関
税
等
に

よ
る
税
収
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と
し
て
引
き
続
き
同
条
項
に
基
づ
く
分
配
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
紛
争
解
決
機
関
に
よ
る
勧
告
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
継
続
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま

え
、
世
界
貿
易
機
関
協
定
に
基
づ
い
て
直
接
又
は
間
接
に
本
邦
に
与
え
ら
れ
た
利
益
を
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
報
復
関
税
を
課
す
る
期
間
を
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
九
月
一
日
及
び
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年

九
月
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
延
長
し
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
九
月
一
日
よ
り
報
復
関
税
の

課
税
対
象
貨
物
及
び
税
率
を
変
更
し
、
一
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

ハ

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
八
月
現
在
に
お
い
て
も
、
額
は
減
少
し
た
も
の
の
、
バ
ー
ド
修
正
条
項
に
基

づ
く
分
配
は
引
き
続
き
行
わ
れ
て
お
り
、
紛
争
解
決
機
関
に
よ
る
勧
告
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
継
続
し

て
い
る
た
め
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
九
月
一
日
か
ら
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
八
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
輸
入
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
原
産
地
と
す
る
玉
軸
受
及
び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
の
二
品
目
に
つ

い
て
、
九
・
六
％
の
報
復
関
税
を
課
す
る
こ
と
と
し
た
。

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

イ

対
抗
措
置
の
規
模

バ
ー
ド
修
正
条
項
に
よ
る
日
本
産
品
に
係
る
直
近
年
の
分
配
額
に
〇
・
七
二
を
乗
じ
た
額
（
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
二
〇
〇
八
財
政
年
度
に
お
け
る
当
該
分
配
額
に
基
づ
き
約
十
七
・
九
億
円
）（
紛
争
解
決
機
関
に
承
認
さ
れ

た
額
）
の
範
囲
内
で
あ
る
。

ロ

報
復
関
税
の
税
率
変
更
の
理
由

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
二
〇
〇
八
財
政
年
度
に
お
け
る
バ
ー
ド
修
正
条
項
に
よ
る
日
本
産
品
に
係
る
分
配
額
が

前
年
度
に
比
べ
て
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
対
抗
措
置
の
限
度
額
が
減
少
し
た
た
め
、
税
率
を
変
更
し
た
。

ハ

終
了
時
期

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
バ
ー
ド
修
正
条
項
に
関
す
る
世
界
貿
易
機
関
の
勧
告
を
履
行
し
た
場
合
に
は
、
速
や

か
に
対
抗
措
置
を
終
了
す
る
。

ニ

そ
の
他

紛
争
解
決
機
関
の
承
認
に
よ
れ
ば
、対
抗
措
置
の
規
模
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
バ
ー

ド
修
正
条
項
に
よ
る
直
近
年
の
分
配
額
に
基
づ
き
算
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
報
復
関
税
の
課

税
対
象
貨
物
及
び
税
率
等
に
つ
い
て
、
発
動
後
一
年
ご
と
に
見
直
す
。

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
国
土
調
査
と
同
一
の
効
果
が
あ
る

も
の
と
し
て
の
指
定
の
公
告

国
土
調
査
基
準
確
定
測
量
の
成
果
に
つ
き
、
国
土
調
査

法
（
昭
和

2
6年
法
律
第

1
8
0号
）
第

1
9条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
認
証
さ
れ
た
国
土
調
査
の
成
果
と
同
一
の
効
果
が

あ
る
も
の
と
し
て
同
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し

た
の
で
、
国
土
調
査
法
施
行
令（
昭
和
2
7年
政
令
第
5
9号
）

第
1
1条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

平
成

2
1
年
８
月

1
4
日農
林
水
産
大
臣
石
破

茂
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